
 

 

食道がん症例データベース共有化に基づく研究 

 

１．研究の対象 

平成 17 年 4 月～平成 27年 12 月に当院で食道がんの治療を受けられた方 

 

２．研究目的・方法 

大阪大学および研究協力施設で治療を行った食道癌の患者を対象に、臨床病理学的情報

を記録する共通のデータベースを作成する。本共通フォーマットを各施設において入力し、

大阪大学および研究協力施設において情報を共有し、食道癌の病態と予後に関するデータ

を蓄積して、その実態を把握し、必要に応じて情報の解析を行う。 

研究期間：平成 29年 6月～平成 33年 11 月 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：身体情報（体重、身長など）、検査データ（採血、尿、画像所見、病理など）、バ

イタルサイン、投薬内容、カルテ記載内容（合併症の有無、副作用の有無など）など 

 

４．外部への試料・情報の提供 

データセンターへのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行い

ます。対応表は、当センターの研究責任者が保管・管理します。 

 

５．研究組織 

大阪大学大学院医学系研究科 外科学講座消化器外科学 土岐 祐一郎 

近畿大学医学部 外科学教室 安田 卓司 

大阪国際がんセンター 消化器外科 矢野 雅彦 

国立病院機構大阪医療センター 外科 平尾 素宏 

大阪府立急性期総合医療センター 消化器外科 藤谷 和正 

堺市立総合医療センター 藤田 淳也 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代

理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申

出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 



 

 

  研究責任者： 

    大阪国際がんセンター 消化器外科 矢野 雅彦 

    住所：〒５４１－８５６７ 大阪市中央区大手前３－１－６９ 

    電話：０６－６９４５－１１８１ 

 

研究代表者： 

大阪大学大学院医学系研究科 外科学講座消化器外科学 土岐 祐一郎 

以上 

 


